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「美味しい」から「意味がある美味しさ」へ
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フランス方式

垂
直
的
差
別
化
（
価
格
あ
た
り
機
能
・
品
質
） 水平的差別化（意味等）

ニッチ

美味しい

未差別化品

意味がある

テロワール（独占的価値）

筆者作成



垂
直
的
差
別
化
（
価
格
当
た
り
機
能
・
品
質
） 水平的差別化（意味等）

ニッチ

プレミアム
コモディティ

未差別化品

ラグジュアリー

垂直的差別化：コモディティ

筆者作成



規模の経済：工場は大きい方が割安

体積＝1

表面積＝6

辺=1
辺=2

表面積＝材料使用量

体積＝工場の能力 体積＝8

表面積＝24

材料の使用量は4倍だが、能力は8倍に



規模の経済は、原料代に左右される

日本酒：米代が高い

数量

金額 焼酎：芋代が安い

数量

金額

米代

工場費

芋代

工場費

売上売上

利益

規模の利益

原料費を安くする大量のアルコール添加は受け入れられなくなった
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プレミアム：独占的競争

独占的競争

差別化によって短期間でも独占に近い利潤を得る

差別化された財

短期的には独占に近い価格をつけることが可能

時間の経過とともにライバルが類似品を提供

独占的な利潤は低下し競争状態に戻る



旭酒造の業績推移（純米大吟醸特化）

年度
売上高

（百万円）
経常利益
（百万円）

経常利益
/売上高

備考

2013 3,706 492 13.3%

2014 4,599 1,190 25.9%

2015 6,537 2,119 32.4% 新工場稼働

2016 10,803 4,167 38.6%

2017 11,960 4,115 34.4%

2018 13,849 4,935 35.6%

筆者作成



国分酒造㈱「安田」、芋焼酎、マスカットワインの香り成分比較
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垂直＆水平的差別化：ラグジュアリー
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新政酒造の垂直的差別化
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生酛イノベーション（垂直的差別化）
筆者撮影



新政酒造の水平的差別化
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造りに木桶を活用する物語（水平的差別化）
筆者撮影
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テロワールの経済的効果（ラグジュアリー）

テロワール（独占的価値）
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テロワール（土壌等）

ブドウ特性（セパージュ）

ワイン特性

米 水 微生物

人

日本酒特性

テロワール
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高級
(ラグジュアリー)

中級
(プレミアム)

大衆
(コモディティ)

古酒

科学
品質

大企業

伝統

科学
品質

農業生産性
の改善

家業

家業
大企業

大企業

ワイン 日本酒 単式蒸留焼酎

ブランド化

独占的競争

寡占

進行中

今後の課題

（規模の経済による）

（垂直的＆水平的差別化による独占）

（テロワール）

（セパ―ジュ）

（バルク）

（特定名称酒）

（普通酒）

成長戦略まとめ
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